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研究成果の概要（和文）： 

ジェンダー研究の提起した概念や理論を導入し、国際政治学・国際関係論の再構築をめざす
プロジェクトである。グローバリゼーションの波を被る国家や社会、および「国際体制
(International Regime)」の変動について、成熟社会・成長社会・危機社会における政治過程
と政治現象の事例分析をもとに、現代世界における「ジェンダー・ダイナミクス(gender 
dynamics)」を分析した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This project aimed to deconstruct and reconstruct International Politics and 
International Relations, referring to analytical concepts and theoretical frameworks of 
Gender Studies. We have analyzed states and societies at various stages of development 
from gender perspective and proposed a hypothesis of “gender dynamics” of International 
Regime.       
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００８年度 9,400,000 2,820,000 12,220,000 

２００９年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 

２０１０年度 5,300,000 1,590,000 6,890,000 

年度    

年度    

総 計 23,100,000 6,930,000 30,030,000 

 

研究分野：社会科学 

 

科研費の分科・細目：政治学・国際関係論 

 

キーワード：グローバル・イシュ、ジェンダー 

 
１．研究開始当初の背景 

（１）国際政治学・国際関係論におけるジェ
ンダー研究：国際政治学・国際関係論におい
て、ジェンダー的な分析が盛んになったのは
冷戦後、1990 年代以降といえる。75 年以降
の世界女性会議の開催、80 年代からの女性差
別撤廃条約の推進、90 年冷戦後の武力紛争に
おける「女性に対する暴力」への注目を経て、
国際開発・民主化・和平構築を中心に、ジェ

ンダー分析は国際政治に不可欠なものとな
っ て き た 。 Gender in International 
Relations: Feminist Perspectives on 
Achieving Global Security, New York: 
Columbia University Press, 1992）の著者
Ann J. Tickner, が、21 世紀に入って ISA 
(Internatiojnal Studies Association)会長
を務めたことも、そのような流れを象徴して
いる。 
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（２）日本の潮流：日本の国際政治学・国際
関係論も、そうした流れを汲み取り、ジェン
ダー研究を取り入れる学際研究を進めてき
た。日本国際政治学会では 2001 年度研究大
会部会１「ジェンダー秩序の再編」、2005 年
度研究大会で部会１「テロ後の世界とジェン
ダー」、2006 年度研究大会部会１「グローバ
ル・ガバナンスへの胎動：地雷・環境・ジェ
ンダー」を開催し、2006 年度にはジェンダー
分科会を発足させた。こうした動きを受け止
めて、分析概念や理論仮説として本格的に提
起する段階を迎えていた。 
 

２．研究の目的 

（１）ジェンダー研究と国際政治学・国際関
係論の理論的な接合：国際政治学・国際関係
論にジェンダー分析を組み込み、学問体系の
分析概念・理論仮説を批判的に再構築する。 
 
（２）国際政治的な現象についてのジェンダ
ー的な事例分析：(3)(4)(5)の事例分析をも
とに、国際体制変動、市場経済とグローバリ
ゼーション、冷戦後の紛争、移民・難民の増
加、人権問題などをめぐるジェンダー現象を
分析し、理論的に考察する。 
 
（３）先進民主主義国を中心とした「成熟社
会」のジェンダー的な事例分析：世界的な比
較の中で「安全」と「豊かさ」、さらに民主
主義制度の下で女性の自由と参加が許容さ
れている社会と国家におけるジェンダー現
象を分析し、理論的に考察する。 
 
（４）新興工業国を中心とした「成長社会」
のジェンダー的な事例分析：急速な経済成長
を続ける中国・韓国・東南アジア小国・イン
ドなどにおけるジェンダー現象を分析し、理
論的に考察する。 
 
（５）紛争後地域を中心とした「危機社会」
のジェンダー的な事例分析：「安全」と「豊
かさ」を欠き、武力紛争や災害による飢饉な
どを経験している社会と国家におけるジェ
ンダー現象を分析し、理論的に考察する。 
 

３．研究の方法 

（１）国際政治学・国際関係論・比較政治学
に応用するジェンダー分析の概念と指標 

国連開発計画(UNDP)はＡ・センの理論に基
づいて、自由と平等を測定する指標として、
平均寿命・教育水準・国民所得をもとに人間
開発指数（HDI: Human Development Index）
と、男女間格差（平均余命、初等・中等・高
等教育の総就学率、勤労所得等の格差）を考
慮したジェンダー開発指数(GDI: Gender 
Development Index)、女性の社会参加につい

て稼動所得割合、専門職・技術職・管理職に
占める女性の割合、国会議員に占める女性の
割合をもとにジェンダー・エンパワーメント
測定(GEM: Gender Empowerment Measure)を
示している。本研究では、こうしたジェンダ
ー分析の概念を応用し、ジェンダー的な社会
状況とそれと相関する政治的なダイナミク
スを捉える鍵概念として、４つの指標を提起
した。 
 
ジェンダー・ダイナミクスの４つの指標 

 
４つの指標の間には相関関係がある。「安

全保障」と「豊かさ」は強く相関し、豊かな
社会は安全で女性を含めた人間の平均余命
が長く、貧しい社会では「安全保障」が不十
分で平均余命が短い。民主主義やその自由度
を測る「参加」は、「安全保障」と「豊かさ」
の満たされた社会で高く、危険で貧しい社会
は、仮に民主的な制度が存在していても、実
質的な「参加」は低い傾向がある。また、安
全で豊かで女性の参加が保証された社会ほ
ど、ジェンダー的な「アイデンティティ」は
個人が自由に表出できるものであり、危険で
貧しく女性の参加が低い社会では、それが親
族・地域社会・宗派・国家などの集団によっ
て社会的に統制される傾向がある。これらの
指標の相関関係の多様性を踏まえ、国際協力
や地域や各国の国家と社会の状況をジェン
ダー的に捉え、分析した。 
 
（２）ジェンダー的な分析に基づく国際体制
変動についての理論仮説の検討 

ジェンダーに注目した国際政治・国際関
係・比較政治について、以下のような社会的
カテゴリーに参照しつつ、事例分析を行い、
理論仮説の提示を検討した。 
①（４つの指標値の高い）先進民主主義国の
国際体制変動とジェンダー・ダイナミクス： 
女性の参加の増大、選挙と女性指導者、高齢
化と尐子化、移民労働者問題、新自由主義的
な政策の下での社会福祉、移民排斥ナショナ
リズム、宗教的ファンダメンタリズム、ＥＵ
など地域統合との関連、アメリカや日本との
比較、ジェンダー的暴力と人権問題など。 
②（４つの指標値の低い）開発途上国の国際
体制変動とジェンダー・ダイナミクス： 
民主主義の定着と女性の参加、選挙と女性指
導者、移民送り出し国、市場経済と開発経済、
人身売買、武力紛争、ジェンダー的暴力と人
権問題、拝外主義的ナショナリズム、宗教的
ファンダメンタリズム、中心工業国や BRIC

安全保障 
(security) 

豊かさ 
(affluence) 
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(participation) 

アイデンティティ
(identity) 



 

 

 

ｓとアフリカなどの最貧困国の比較、国連や
国際機関、先進国政府、NGOs などの国際協力
など。 
③グローバル・イシューとしての国際体制変
動とジェンダー・ダイナミクスと理論的考
察：①②を結びつけながら、移民・難民、人
身売買、子どもの虐待、海外協力と NGO など
グローバル・イシューとしてのジェンダー現
象を捉え、国際体制変動論としてジェンダ
ー・ダイナミクスを捉える。 
 
４．研究成果 
（１）研究成果のとりまとめと発信の工夫 

本研究では、以下の点に留意して、研究成
果のとりまとめと発信を行った。 
①個性豊かな研究分担者・研究協力者が数多
く集うプロジェクトとして、各自の発想を生
かす研究成果のとりまとめと発信を支援す
るとともに、研究代表者として全体を束ね、
より総括的で共同の研究成果のとりまとめ
と発信を行うように務めた。 
②研究分担者・研究協力者が、中間段階とと
りまとめの段階において、問題関心、研究方
法、分析上の仮説などを共有するために、で
きるだけ多くのメンバーが参加できる合宿
を行い、十分な全体会議の時間を確保した。 
③研究成果のとりまとめと発信については、
より効率的で広範囲の方々に届くように、新
しい方法に朝鮮史、多様な媒体・形式・言語
で行うように務めた。 
 
（２）海外での現地調査と情報収集 
ヨーロッパ・アジア・アフリカなど、多様

な地域や国家を対象とする地域研究者や国
際政治学・国際関係論・比較政治学の専門家
が集う組織であったことから、各グループお
よび各自が現地調査と資料やインタビュー
を含む情報収集を積極的に行った。研究代表
者が南アジア地域研究を専門とするため、
2008年 8-9月と 2009年 2-3月にネパール（首
都カトマンズと西部地域）、2010 年 2-3 月イ
ンド（首都ニューデリーとアッサム州）にお
いて、研究成果を報告して現地の研究者との
交流をはかる国際シンポジウムの開催とと
もに、グループでの海外調査を実施した。 
 
（３）国際シンポジウム・研究会の開催 
① 以下のように、日本国際政治学会・日本
比較政治学会・アジア政経学会の研究大会に
おいてジェンダーをテーマとする分科会・部
会を開催して、本プロジェクトのメンバーの
研究成果を公開し、参加者との専門的な学術
交流を行った。 
・アジア政経学会 2008 年度東日本大会 
（2008 年 5 月 24 日、東京外国語大学にて） 
共通論題 I 「ジェンダーの視点から見た現
代アジア」 

・アジア政経学会 2008 年度全国大会（2008
年 10 月 11 日、神戸学院大学ポートアイラン
ドキャンパスにて）国際セッション「グロー
バル・チャイナ―移動する人々の動かす中
国」 
・日本国際政治学会 2008 年度研究大会分科
会（2008 年 10 月 24 日、筑波国際会議場にて） 
ジェンダーⅠ：「平和構築・民主化・ジェン
ダー」  
・日本国際政治学会 2009 年度研究大会分科
会（2009 年 11 月 8 日、神戸国際会議場にて）
ジェンダー：「ジェンダーをめぐるローカ
ル・ポリティクスとグローバルポリティク
ス」 
・日本国際政治学会 2010 年度研究大会分科
会（2010 年 10 月 30 日、札幌コンベンション
センターにて） 
ジェンダー：「 ジェンダーの国際政治 」 
 
② 以下のように、国際シンポジウムを開催
し、日本を拠点する共同研究でありながらも、
国際的な学術交流と成果発信に努めた。 
・国際シンポジウム「新しいネパール」2008
年 10 月 17 日、明治学院大学白金キャンパス
にて開催 
・国際シンポジウム「ネパール平和と民主主
義への道」2008 年 10 月 18 日、立教大学池袋
キャンパスにて開催 
・国際シンポジウム“Workshop of Women 
Journalists and Public Intellectuals 
Concerned on South Asia:“From Women in 
Conflicts to Women in Peace and Democracy” 
2009 年 2 月 27 日～3月 1日 カトマンズ（ネ
パール）にて開催 
・国際シンポジウム「アジアの市民社会と女
性のエンパワーメント」2010 年 2 月 22 日立
教大学池袋キャンパスにて開催 
・国際シンポジウム“Exchange Seminar on 
Gender, Violence and Politics”2011 年 3
月 1日、アッサム州グワハティ（インド）に
て開催 
 
（４）ジェンダー特集の企画・編集・執筆 
研究組織の各自が、それぞれの論文を学会

誌や単行本で執筆し、ヨーロッパ、アジア、
アフリカなどの地域研究分野での編著にジ
ェンダーをテーマとした論文を寄稿するだ
けではなく、ジェンダー研究を国際政治学・
国際関係論・比較政治学などの専門領域にお
ける一つの柱とするために、学会誌において
ジェンダー特集を企画し、本研究のメンバー
が編集・執筆を行った。具体的には以下の通
りである。 
①日本国際政治学会『国際政治』161 号（2010
年 8 月）「ジェンダーの国際政治」 
②日本比較政治学会 2011 年度年報『ジェン
ダーと比較政治学』（ミネルヴァ書房､2011 年



 

 

 

6 月刊行予定） 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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